
はじめに 

 

 現在、わが国は人口減少社会のなかで、少子高齢化 

や核家族化の進行、不安定な経済状況などにより社会  

経済情勢も様変わりをし、保健・福祉を取り巻く環境 

も急激に変化をしております。 

このような背景の中、市では平成15年３月に、福祉 

施策の総合的な指針となる「清瀬市福祉総合計画」を 

策定し、すべての市民が、安心していきいきと暮らせ 

るまちづくりを目指して取り組んでまいりました。 

その後、次世代育成支援対策推進法、発達障害者支 

援法そして障害者自立支援法の制定をはじめ、介護保険法の改正、後期高齢者

医療制度の実施など福祉にかかわる法律の制定・改正が行われました。また、

更なる保健福祉サービスの新たなニーズへの対応が求められている状況にあり

ます。 

こうした中、今回、子どもから高齢者、そして障害のある方や健常者も含め、

すべての市民が安心していきいきと暮らせるまちづくりを目指し、現在の計画

の見直し・改定を行い、「清瀬市保健福祉総合計画」を策定いたしました。こ

の計画は、保健福祉の総合計画であり、保健･福祉・子育てなど各分野を総合的

かつ計画的に推進するための内容となっております。 

清瀬市は、緑豊かな自然環境のあるまち、医療・福祉施設に恵まれたまちで

あり、農業の元気なまちであります。こうしたきよせの個性･財産を活かして市

民の皆さまが自立した生活や社会参加ができ、人々が安心して暮らせるまちを

築いてまいります。 

この計画の策定にご協力・ご指導いただいた、日本社会事業大学の村川浩一

教授をはじめとする各分野のエキスパートの先生方、策定委員会・各専門部会

の委員及び関係者の皆さま、そして多くの貴重なご意見、ご提言をくださった

市民の皆さまに心から感謝申し上げます。 

市といたしましても、この計画で掲げた目標の実現に向けて、これからも市

民の皆さまと全力で取り組んでまいりますので、引き続きご理解とご協力をお

願い申し上げます。 

  

 

平成２１年３月 

                     清瀬市長 星 野  繁

市長写真 
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第１章 計画の策定にあたって 

第 1 節 計画策定の背景・趣旨 

市では、平成15年３月に、高齢者のみならず、障害のある人や児童などすべて

の市民が、安心していきいきと暮らせるまちづくりを進めていくために、福祉施

策の総合的な指針となる「清瀬市福祉総合計画」を策定しました。 

その後、次世代育成支援対策推進法（平成15年）の制定をはじめ、発達障害者

支援法の制定（平成16年）、介護保険法の改正（平成17年）、障害者自立支援法

の施行（平成18年）、後期高齢者医療制度の実施（平成20年）など福祉にかかわ

る法律の制定・改正が行われ、保健福祉サービスの新たなニーズへの対応が求め

られています。 

今回の見直し・改定では、保健福祉を取り巻く昨今の動きに適切に対応し、市

民一人ひとりに生涯を通じて総合的・体系的に保健福祉サービスを提供する必要

があるという認識のもと、これまでの清瀬市福祉総合計画及びその後に策定した

次世代育成支援行動計画（前期計画）、高齢者保健福祉計画（第３期介護保険事

業計画）、そして障害福祉計画（第１期）に、新たに健康増進計画を加え、市の

保健福祉の総合計画として、今後７年間を計画期間とする「清瀬市保健福祉総合

計画」を策定するものです。 

本市は、緑豊かな自然環境に加えて、「医療・福祉施設に恵まれた学園都市」、「都

心に近い住宅都市であり農業のまち」という大きな特色があり、これらの地域社

会資源を生かした取り組みを通じて、人々が安心して子育てをし、生涯を通じて

健康な生活を営み、地域の支え合い・助け合いによって、障害のある人も高齢者

もそれぞれに豊かな人生が過ごせるまちづくりを総合的に推進していく必要があ

ります。 

また、本計画では、従来の部門別計画に加え、乳幼児期から高齢期に至る人生

のライフステージごとに、それぞれの生活課題別に保健福祉施策・事業の展開を

図り、一人ひとりの必要性に応じたサービスの把握と、その主体的な選択が容易

になるように努めました。 

本計画は、清瀬市長期総合計画で定めた将来の健康福祉のまちづくりの方向性

を見据え、人々が健康で互いに支え合い・助け合う地域福祉社会の実現に向け、

市民と行政との協力協働、関係機関・団体等と連携するなかで、目標の達成を図

るものです。 
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第２節 計画の位置づけ 

本計画は、清瀬市長期総合計画・基本構想の実現に向けた保健福祉分野の総合

計画で、地域福祉計画をはじめとする以下の５つの分野の個別計画の性格をあわ

せ持つものです。また、各分野において共通するテーマである行政の役割、市民

参画、行政との協力協働、関係機関・団体等との連携を示すものです。 

 

 区分 主な内容 

清
瀬
市
保
健
福
祉
総
合
計
画 

地域福祉計画 

 福祉サービスの適切な利用の推進、社会福祉を目的とす

る事業の健全な発達、地域福祉活動への住民参加、行政と

の協力協働、要援護者の支援方策等の目標を定め、各個別

計画に共通する施策を包含する計画 

健康増進計画 

 地域の特色を活かし、生涯の各ステージ（世代）に応じ

た目標設定型の計画の策定・推進により、市民一人ひとり

の健康づくり、健康寿命の延伸、生活の質の向上を目指す

計画 

きよせ次世代育成 

支援行動計画 

（後期計画） 

 清瀬市におけるすべての子どもと家庭を対象として、 

今後の子育て支援対策等について方向性や目標を定めた

計画 

障害者計画 

（第 2期障害福祉 

 計画含む） 

 ノーマライゼーションの理念のもと、障害者の状況を踏

まえ、社会状況の変化や複雑多様化するニーズに的確に対

応していくための障害者に対する総合的な計画 

高齢者保健福祉計画

（第４期介護保険 

 事業計画含む） 

 高齢者が「住み慣れた地域で尊厳あるその人らしい生活

を送られるよう、健康でいきいきと暮らしていけるまち」

の実現を目指す計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※清瀬市保健福祉総合計

画は、清瀬市長期総合計

画後期基本計画を上位計

画とし、地域福祉計画以下

５つの分野別計画から構

成されるものです。また、

具体的な事業の実施に関

しては、社会福祉協議会の

地域福祉活動計画と連携

を図りつつ推進していくも

のです。 

 

清
瀬
市
保
健
福
祉
総
合
計
画 

清瀬市長期総合計画　後期基本計画

地域福祉計画

健康増進計画

障
害
者
計
画

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

き
よ
せ
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画

地
域
福
祉
活
動
計
画

（
社
協

）
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第３節 計画の期間 

本計画は、保健福祉施策の総合的な指針として、すべての市民が安心していき

いきと暮らせるまちづくりを目指し、平成 27 年度までの 7年間を計画期間として

策定するものです。 

また、社会環境等の変化により見直しの必要性が生じた場合には、最終年度を

待たずに見直すこととします。 

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

地域福祉計画

健康増進計画

　　　きよせ次世代育成支援行動計画（後期計画）

障害者計画

（第2期障害福祉計画）

高齢者保健福祉計画

（第4期介護保険事業計画）

清瀬市長期総合計画　後期基本計画

保健福祉総合計画

高齢者保健福祉計画 高齢者保健福祉計画

（第5期介護保険事業計画） （第6期介護保険事業計画）

 

 

※清瀬市保健福祉総合計画は、清瀬市長期総合計画の後期基本計画にあわせ、平成 21 年度か

ら平成 27年度までの７か年を計画期間とし、最終年度に見直し・改定を行います。 

※地域福祉計画は、保健福祉総合計画の理念計画としての性格を持つ計画であることから、同

じく７か年を計画期間とし、最終年度に見直し・改定を行います。 

※健康増進計画は、母子保健計画とあわせ平成 20年度を初年度とし、平成 29 年度を最終年度

とする 10か年計画とし、平成 24 年度に見直しを行います。 

※きよせ次世代育成支援行動計画（後期計画）は、後期基本計画及び地域福祉計画にあわせて

７か年を計画期間とし、最終年度に見直し・改定を実施する予定です。このため、平成 21

年度までが計画期間の前期計画を１年間早く改定を行い、平成 22年度から平成 26 年度まで

の後期計画期間を包含し、さらに１年間を市の独自計画期間として最終年度を平成 27 年度

とします。 
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※障害者計画は、社会福祉の基盤を地域福祉計画と共通するものであることから、地域福祉計

画にあわせて７か年を計画期間とし、最終年度に見直し・改定を行います。ただし、第２期

障害福祉計画は、３か年を１期とする計画であることから、平成 23 年度に見直し・改定を

行う予定です。 

※高齢者保健福祉計画は、社会福祉の基盤を地域福祉計画と共通するものですが、第４期介護

保険事業計画の３か年を１期とする計画期間にあわせて、平成 23 年度までの計画とし、最

終年度に見直し・改定を行います。 
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第４節 計画の策定体制 

 

 

 

 

 

※　各部会には、公募による委員が2名参加しています。

清瀬市保健福祉総合計画策定委員会
《地域福祉計画》

次世代育成支援専門部会
《きよせ次世代育成支援

行動計画》

市　長

報
告

●アンケート調査

・地域福祉計画調査
・健康増進計画調査
・未就学・低学年児童保護
　者調査
・中高生調査
・身体・知的・精神障害者
　調査
・一般・特定高齢者調査
・要介護認定者調査
・介護保険事業所調査
・障害者団体・事業所ヒア
　リング

健康増進専門部会
《健康増進計画》

障害者専門部会
《障害者計画》

高齢者専門部会
《高齢者保健福祉計画・
第4期介護保険事業計画》

●市民説明会

《全体会》
・計画全体の概要説明

《分科会》
・健康増進分科会
・次世代育成分科会
・障害者分科会
・高齢者分科会

●団体等との懇談会

・民生・児童委員
・ふれあい協力員
・地区福祉員
・老人クラブ
・子育て支援団体
・障害者団体
・高齢者支援団体
・その他

●パブリックコメント

　計画等を決定するときに
事前に計画案を公表し、市
民の皆さんからご意見等を
いただき、計画に反映する
とともに、寄せられた意見と
それに対する市の考えを公
表

市民参画
（意見・提言等）
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第５節 計画の評価と総合的推進 

市は、本計画に基づき、子ども、障害のある人並びに高齢者及び市民一般の健

康増進・福祉の向上に向けた諸施策の計画的な展開を図るほか、関係機関や市民

代表等から構成される「清瀬市地域福祉推進協議会」において計画の進捗、諸目

標の達成状況の点検、評価並びに新たな目標・課題の設定について審議検討を行

うことを通じて、地域福祉の推進に努めるものです。また、評価にあたっては、

変動の激しい近年の社会経済状況の中に置かれている市民の生活実態や市行政の

あり方等も踏まえた観点も必要となります。 

本計画の推進にあたっては、地域福祉推進の中核である社会福祉協議会やボラ

ンティア団体、ＮＰＯ、並びに保健・医療・福祉・介護関係機関等との連携を踏

まえ、目標の達成に努めます。 

なお、本計画は、保健福祉分野にとどまらず、教育、住宅、就労、環境、まち

づくりなど市民の生活関連分野と深くかかわります。従って、市民との協力協働

をより円滑で実りあるものとするため、庁内関係部署及び関係機関、団体等との

一層の連携に努め、計画の総合的な推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野別の評価等機関及び連携促進 

―既存組織及び新組織立上げによる推進体制構築― 

例：健康センター運営協議会（健康増進計画）、高齢者等の健康づくり・

介護予防推進委員会（高齢者保健福祉計画）、地域自立支援協議会（障

害者計画）、児童センター運営委員会（次世代育成支援行動計画）等 

計画の総合評価と連携推進等機関 

― 清瀬市地域福祉推進協議会 ― 

 

市の評価等体制構築と関係機関団体等との連携推進 

・関係機関団体等のネットワーク体制及び協力・協働等の推進 

・健康福祉部、子ども家庭部等の行政内部連携促進 

・内部評価の体制構築と評価技法等の調査研究等 

・計画の進捗状況、諸目標の達成状況、新たな目標と課題、評価技法の研究等 
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第２章 計画の基本的な考え方 

第１節 計画の基本理念 

乳幼児期から高齢期まで市民一人ひとりのライフステージに対応した保健福祉

施策サービスを充実していくとともに、市民相互の支え合い・助け合いによる地

域福祉の活性化を図り、子ども、高齢者、障害のある人など、市民の誰もが健康

で安心して暮らせる地域福祉のまちづくりを推進します。 

 

第２節 基本目標 

計画の基本理念の実現に向けて、次の５つの基本目標を定め、本計画に掲げる

施策・事業の展開を図ります。 

 

１．誰もが健康で、その人らしい生き方を実現する 

市民一人ひとりの尊厳が尊重され、生活の質（ＱＯＬ）を基本に、誰もが健康

に暮らし、その人らしい生き方を実現できる地域社会づくりを目指します。 

 

２．利用者本位のサービス・システムを確立する 

乳幼児期から高齢期に至るライフステージの各時期において、市民が必要とす

る保健福祉サービスを更に充実し、利用者本位のサービス・システムの確立を目

指します。 

 

３．ノーマライゼーション社会を推進する 

障害や病気、高齢などを理由に社会的に差別されることなく、就学・就労や地

域活動など、生活のあらゆる場面で誰もが自由に参加・参画できるノーマライゼ

ーション社会の実現を目指します。 

 

４．市民主体の地域福祉を推進する 

ボランティアやＮＰＯの多様な展開と、保健福祉の各分野で活動する人々の相

互交流とネットワーク活動を支援し、市民主体の地域福祉を推進します。 

 

５．若い世代の参加と世代間の交流を促進する 

地域における保健福祉活動の様々な機会に若い世代の参加・参画を促し、活動

を通じて世代間の交流を促進することで、ともに支えあい助け合う地域社会の構

築を図ります。 
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ライフス
テージ

乳幼児期 学齢期 高齢期

おおむね （0歳～5歳） （6歳～17歳） （18歳～39歳） （40歳～64歳） （65歳以上）

地
域
福
祉
計
画

健
康
増
進
計
画

き
よ
せ
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画

障
害
者
計
画

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

ライフステージ別諸施策の展開

成人期・壮年期

第３節 ライフステージに基づく分野別施策の展開 

 
 

（母子の健

康づくり）母

子 保健計

画 

介護予防事業、健康・生きがい 

づくり、高齢者の就労支援 

介護保険 

事業計画 

基本的な生

活習慣の確

立 

 
 

生活習慣病の予防 

子 育 て 支

援、保育サ

ービス 

子どもの健

全育成 

障害児の

保育、療

育 

就学指導・

相談、特別

支援教育 

障害者の就労・社会参加の支援、各種障害福祉

サービスの充実 

ボランテ ィ

ア・福祉教

育の推進 

ボランティア活動の推進・リーダー等の育成、地

域福祉に関する理解・啓発、高齢者、障害のあ

る人が暮らしやすいまちづくり 

子どもを産

み、育てや

すいまちづ

くり 

仕事と子育ての両立推進 

安心して子育てできる環境づくり 

 
健康維持 
介護予防 

健康日本 21 の９分野（栄養・食生活、身体活動・運動、休養・心の健康づくり等） 
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第４節 分野別計画の体系 

＜部（計画の基本理念）＞ <章＞ ＜節＞ 

第 1 部 総 論 

保健福祉を総合的に進め

るために  

（保健福祉総合計画） 

第１章 計画の策定にあた 

    って 

第１節 計画策定の背景・趣旨 

第２節 計画の位置づけ 

第３節 計画の期間 

第４節 計画の策定体制 

第５節 計画の評価と総合的推進 

第２章 計画の基本的な考 

   え方 

第１節 計画の基本理念 

第２節 基本目標 

第３節 ライフステージに基づく分野別施策の 

    展開 

第４節 分野別計画の体系 

第３章 人口の推移と推計  

第  

２

部 

 

各

論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ みんなで地域福祉 

  を進めるために  

  （地域福祉計画） 

第１章 地域福祉計画の基 

    本理念 

第１節 計画の基本理念 

第２節 前期計画の評価と地域福祉の課題 

第２章 地域福祉計画の基

本施策 

第１節 福祉サービスを上手に利用できる仕組 

     みづくり 

第２節 福祉サービスの充実のために 

第３節 みんなが参加し、行動に移せる場を 

第３章 地域福祉を推進す 

     るために 

第１節 総合的な地域福祉の展開 

第２節 市民との連携・協働 

Ⅱ 子どもから高齢者 

 まで健康で心豊かに 

 すごせるまち 

  （健康増進計画「き

よせ健康づくり 21」） 

第１章 計画の策定にあた 

     って 

第１節 策定の背景・趣旨 

第２節 計画の期間 

第３節 計画の対象   

第２章 計画の理念・目標  第１節 計画の理念・目標 

第３章 保健事業を取り巻く 

     市の現状 

第１節 医療費の動向 

第２節 主要死因の状況 

第３節 分野別にみた本市事業の実施状況 

第４章 具体的な取り組み 

     の推進 

第１節 栄養・食生活 

第２節 身体活動・運動 

第３節 休養・心の健康づくり（重点） 

第４節 たばこ 

第５節 アルコール 

第６節 歯の健康 
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 第７節 糖尿病・ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ（重点） 

第８節 循環器疾患（重点） 

第９節 がんの予防（重点） 

第５章 健康なまち「きよ 

     せ」の実現に向けて 

第１節 健康づくりと市の役割 

第２節 計画の評価と見直し 

Ⅲ 子どもたちがのび 

  のび育つために 

 （きよせ次世代育成 

 支援行動計画・後期 

 計画） 

第１章 総論（計画を策定 

     するにあたって） 

第１節 計画策定の背景 

第２節 計画の位置づけ（前期計画との関連） 

第３節 計画の期間 

第４節 計画の基本理念 

第５節 計画の基本的視点 

第２章 清瀬市次世代育成 

     支援の現状と課題 

第１節 現状 

第２節 清瀬市の次世代育成支援関連施策等 

     の状況 

第３節 前期計画の評価 

第３章 後期計画の目標と 

     重点課題 

第１節 後期計画の基本目標 

第２節 後期重点課題 

第４章 後期行動計画 

第１節 施策体系 

第２節 人口推計 

第３節 目標ごとの現状及び施策の方向性 

第５章 目標事業量  

第６章 今後の取組み 
第１節 推進体制の整備 

第２節 地域との協働 

Ⅳ 障害のある人がい

きいきと暮らせるた

めに  

（障害者計画・第 2

期障害福祉計画） 

第１章 障害者計画の基本 

     理念 

第１節 計画の法的位置づけ 

第２節 計画の基本理念 

第２章 障害のある人がい 

     きいき暮らせるまちづ 

     くり 

第１節 子どもの療育・教育の支援体制の整備 

第２節 社会参加や就労の促進 

第３章 誰もが快適に暮ら 

     せるまちづくり 

第１節 理解と交流の促進 

第２節 福祉のまちづくりの推進 

  

第４章 障害のある人の生 

     活を支えるまちづくり 

   （第 2期障害福祉計画） 

第１節 重点施策と数値目標 

第２節 障害福祉サービス等の充実 

 

 

第１章 高齢者保健福祉計 

    画の基本理念 

第１節 基本理念及び基本目標 

第２節 計画対象人口の推計 
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Ⅴ 高齢者がいきいき 

  暮らせるために  

 （高齢者保健福祉 

 計画・第４期介護保 

 険事業計画） 

第３節 前期計画の評価と高齢者施策・介護保

険サービスの課題 

第２章 高齢者がいきいき 

     暮らせるための施策 

     の展開 

第１節 一人ひとりがその人らしくいきいき暮ら 

     すために 

第２節 いつまでも元気に介護を必要とせずに 

    暮らすために 

第３節 介護が必要となっても安心して暮らす 

     ために 

第４節 住み慣れた地域で安心して暮らすため 

     に 

第５節 身近な地域相談・ケア体制の構築 

第３章 介護保険サービス 

     の利用見込みと事業 

     量の設定 

    （第４期介護保険 

事業計画） 

第１節 介護給付・予防給付のサービスの利用 

    見込み 

第２節 第１号被保険者の保険料の設定 
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第３章 人口の推移と推計 

平成 19（2007）年 10 月現在、本市の総人口は 73,621 人、年齢三区分では年少

人口 9,838 人（13.4％）、生産年齢人口 47,436 人（64.4％）、高齢人口 16,347 人

（22.2％）となっています。 

推計人口では、本計画の最終期間である平成 27（2015）年度の総人口 74,624 人、

年少人口 8,942 人（12％）、生産年齢人口 45,186 人（61％）、高齢人口 20,496 人

（27％）で、総人口が微増するなかで、年少人口はゆるやかに減少し、生産年齢

人口の減少と高齢人口の顕著な増加が特色となっています。 

なお、年少人口や高齢人口は、次世代育成支援行動計画や高齢者保健福祉計画

（第４期介護保険事業計画）で更に分析しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 17～19 年度：実績値、平成 20 年度以降：推計値 

※本推計は、住民基本台帳人口（外国人人口を含む）（平成 16 年～19 年の各 10 月 1日時点）を 

 基に、コーホート変化率法により算出。 

※本市は、平成 18 年度には超高齢社会に突入しました。国連では、高齢化率（65 歳以上の高齢 

 者人口が総人口に占める割合）が７％以上 14%未満を高齢化社会、14％以上 21％未満を高齢社 

 会、21％以上を超高齢社会と呼称します。 

 

図表１ 人口の推移と推計 

9,886 9,790 9,827 9,794 9,729 9,607 9,490 9,290 9,118

48,520 48,152 47,436 47,087 46,771 46,704 46,694 46,284 45,898 45,513 45,186

14,987 15,651 16,988 17,563 17,891 18,166 18,792 19,437 20,023

8,942
(12%)

9,838
(13.4%)

20,496
(27%)

16,347
(22.2%)

74,62474,65474,62574,56674,46774,32374,12873,90173,62173,59373,393

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

（人）

0～14歳（年少人口） 15～64歳（生産年齢人口） 65歳以上（高齢人口）
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■地区別・年齢三区分別人口（平成 19 年 10 月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 ％

年少人口 541 14.8

生産年齢人口 2,481 67.7

高齢人口 640 17.5

合計 3,662 100.0

人 ％

年少人口 1,358 16.2

生産年齢人口 5,278 63.1

高齢人口 1,727 20.7

合計 8,363 100.0

人 ％

年少人口 1,145 14.3

生産年齢人口 5,086 63.5

高齢人口 1,780 22.2

合計 8,011 100.0

人 ％

年少人口 623 10.0

生産年齢人口 3,904 62.9

高齢人口 1,681 27.1

合計 6,208 100.0

人 ％

年少人口 498 14.7

生産年齢人口 2,226 65.6

高齢人口 670 19.7

合計 3,394 100.0

人 ％

年少人口 1,624 13.7

生産年齢人口 7,620 64.4

高齢人口 2,591 21.9

合計 11,835 100.0

人 ％

年少人口 733 9.7

生産年齢人口 5,106 67.7

高齢人口 1,702 22.6

合計 7,541 100.0

人 ％

年少人口 377 11.0

生産年齢人口 2,056 60.2

高齢人口 980 28.7

合計 3,413 100.0

人 ％

年少人口 1,861 16.7

生産年齢人口 6,692 59.9

高齢人口 2,615 23.4

合計 11,168 100.0

人 ％

年少人口 414 12.6

生産年齢人口 2,216 67.7

高齢人口 644 19.7

合計 3,274 100.0

（注）清瀬市にはこの他に外国人の方が 947 人登録しています。 

 

人 ％

年少人口 582 10.0

生産年齢人口 3,947 68.0

高齢人口 1,276 22.0

合計 5,805 100.0
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図表２ （参考）平成 20 年度と平成 27 年度の人口ピラミッド 
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